
意 見（ご意見シート含む） 対 応

＜相談体制＞
①相続などの専門分野は、行政書士や司法書士などが対応する
として、気楽に相談できるような場所として市の相談体制が
充実すれば、空き家が減っていくと思う。

②空家相談の伴走支援は市だけではできない。

③相談体制の整備という文言が多くあるがどう整備するのかわ
かりにくい。

④改定計画の中に、市が中心としたネットワークが広がる体制
の図を入れるとわかりやすくなると思う。

空家相談を関係団体等と連携を強化
しながら、相談体制の充実を図って
いきたい。
計画に右記のページを追加する。

＜相談会、市民講座＞
①所有者が亡くなるまで放置されるということを防ぐことが大
切。家や土地を将来どうするのかを、事前に考えていただく
機会を設けていく必要がある。

②各コミセンに空き家の相談会を月一日くらい開催してはどう
か。（終活、相続の相談もできれば）

③地域に入って相談窓口をわかりやすく設けるべき。

テーマを工夫しながら市民講座を継
続的に実施。
広く市民に周知し、空家所有者のみ
ならず、空家化予防の啓発を行って
いく。
各地域にて相談会を実施し、気軽に
空家に関する相談ができる機会を
作っていく。

＜所有者意向調査＞
所有者の意向調査で「利活用をするうえでの支援」の選択肢と
して取り壊し費用があったが、利活用の支援として除却を含め
るべきなのか、疑問に思う。

R7の意向調査にて、調査項目の文言
を精査する。

＜市街化調整区域＞
調整区域の法規制が複雑で利活用が難しい状況にある。バンク
登録により規制が緩和されたり、相談しやすくなるなど、バン
ク登録によるメリットをしっかり周知していくべきでは。

バンク登録による開発許可制度のメ
ニューが使える場合等、許可事例が
まだないため周知が不十分であるが、
周知方法を検討していく。
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第１４回 栗東市空家等対策協議会
令和７年２月１４日

相談会
「おうちの相談会」
日 時：令和6年12月19日

11：30～12：30
場 所：コミセン治田西図書室
相談員：職員、谷田氏（委託）
相談数：2件
内 容：重い絨毯の処分

借主死亡後の残置物

市民講座
「空き家の家財処分」
日 時：令和7年3月8日(土)

14：00～15：30
場 所：栗東市役所第１会議室
講 師：栗東総合産業㈱
内 容：利活用を始めるきっかけとして、

家財の処分について講義いただく。

相談会
「空き家なんでも相談会」
日 時：令和7年3月12日(水)

10：00～11：00
場 所：コミセン葉山東集会室
相談員：職員、谷田氏（委託）

加藤委員、斎藤委員

●空家相談の拡充に関するまとめページの追加

●地域での空家相談の実施


